
(参考) 万博連携事業（下水道サテライト）

■目的

大阪・関西万博の機運醸成と、下水道科学館における「技術開発」「海外

展開」の情報発信を強化することを目的に実施する。

■フィールドコンセプト

｢未来の下水道｣をテーマに、万博のコンセプトに沿った

未来社会における下水道の豊かな可能性を伝える。

■フィールド

「万博会場」、「下水道展」、「下水道科学館」の3つの会場をネットワーク

■ターゲット

・市民向け ➡ 展示やPR映像により、未来社会の体験（未来の下水道）

・企業向け ➡ 日本企業と海外企業等とのマッチング支援

万博・サテライト会場位置図

［下水道科学館］［下水道展’25］
（7月29日～8月1日）

▶大阪市ブース

⇒「未来の下水道」ブースも展示

▶「未来の下水道」 ブース

⇒展示物、PR動画

▶ 大阪ウィークにイベント出展

｢未来の下水道｣ブース

(展示物、PR動画)

⇒下水道の未来社会を体験

⇒他会場(下水道展･下水道科学館)PR

［万博会場］
（7月24日,25日）

1

別紙



(参考)万博連携事業（下水道サテライト） 《万博会場》

■大阪ウィークでのイベント開催

・日時：令和7年7月24日（木）、25日（金）

・場所：ギャラリーEAST（約300m2（内、下水道 約70m2））

・内容：｢未来の下水道｣ブース

～未来社会における下水道の豊かな可能性を伝える展示～

・下水道の未来社会を描くPR映像 を放映

・・・・ 都市型下水処理場の未来を可視化

（カーボンニュートラル、エネルギー創造・供給拠点など）

・下水道の未来社会を体験できる展示物を設置

・・・・ インタラクティブディスプレイ、大型イメージパネル

万博会場

２イベントスペース平面レイアウト

イベント会場位置図

ギャラリーEAST

（出入口）

約300m2のブースで、
道路･公園･下水の
展示を行う予定。
(レイアウト調整中)



■大阪市ブースの設置

・日時：令和7年7月29日(火)～8月1日(金) 場所：インテックス大阪(南港･咲州)

・全体で約150m3のうち､70m2は万博会場に設置の｢未来の下水道｣ブースを移設

(参考) 万博連携事業（下水道サテライト） 《下水道展》

下水道展’25

（参考）下水道展’21 大阪市ブース
(約150m2)

大阪市ブース（約150m2(調整中)）

｢未来の下水道｣ブース)
（万博会場から移設）

３

下水道展’25大阪市ブース平面レイアウト概略イメージ

(参考) 万博連携事業（下水道サテライト） 《下水道科学館》

■「未来の下水道」を発信

• 地下１階に、万博会場に設置した｢未来の下水道｣ブースを新ブースとして移設

未来に向けた（概ね2050年）下水道の新たな役割として、「持続可能（SDGs）な循環型下水道社会」をテーマに設定して国内外に情報発信

下水道科学館

下水道科学館地下1階（新ブース設置）

70m2



(参考)万博連携事業（下水道サテライト）～ 事業実施ロードマップ ～

■今後のスケジュール

(令和６年度)

・下水道サテライトの主力コンテンツである｢未来社会の下水道｣の映像コンテンツ･イメージイラストの作成。

(令和６～７年度)

・下水道サテライト(万博会場･下水道展･下水道科学館)のブース(展示物)制作・設置。

取組内容
Ｒ６年度 Ｒ７年度

４～６月 ７～９月 10～12月 1～3月 4月～

未来の下水道に関する
ワークショップ

ＰＲ映像･イラスト･展示物制作
(業務委託(未来の下水道ブース)) 設営・展示(上映含む)

⇒万博会場
⇒下水道展
⇒下水道科学館

ブース(展示物)作成

プロポ公募･業者選定 PR映像・イメージイラスト作成

４

若手職員等の意見交換会(ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ)
反映

今回プロポ公募


